
 

 

へき地医療対策の数値目標について 

 

１ へき地等への地域枠医師等派遣数 

（１）令和４年度 ２７名 

（内訳） 

①自治医科大学卒医師派遣数 １５名 

   派遣先 県立志摩病院、紀南病院、県立一志病院、町立南伊勢病院、鳥羽市立神 

島診療所、鳥羽市立桃取診療所 

②地域枠医師派遣数     １２名 

派遣先 県立志摩病院、紀南病院、尾鷲総合病院、大台厚生病院、県立一志病院 

 

（２）令和５年度 ３２名   

（内訳） 

①自治医科大学卒医師派遣数 １８名 

   派遣先 県立志摩病院、紀南病院、尾鷲総合病院、県立一志病院、町立南伊勢病 

院、鳥羽市立神島診療所、鳥羽市立桃取診療所 

②地域枠医師派遣数     １４名 

派遣先 県立志摩病院、紀南病院、尾鷲総合病院、大台厚生病院、県立一志病院 

 

 

 

 

 

２ へき地診療所等からの代診医派遣依頼応需率 

 へき地診療所での診療日数の確保と、へき地医療拠点病院からの応援を確実

に行われることを把握する指標として適しているため、応需率 100％として、第

７次医療計画から継続して設定 

 

  

３ 三重県地域医療研修センター研修医受入れ数（累計数） 

 第７次医療計画において、コロナ禍で県外からの受入れがなくなったことも

あり、年平均２０名程度の受入れであり、コロナ禍等の例外的な年度を除いた実

績も２５名程度であったため、目標未達成となった。（図表 ５-８-７参照）。し

かし、令和５年度においては、県内からの受入れ数に加え、県外からの受入れ数

も増加し、これまでの平均受入数を超える数の受入れを達成する見込みである

ため、第８次計画においては、継続して年平均３０名の受入れを見込むことで、

累計数５６３名を目標値に設定 

参考資料１ 

⇒ 年平均３０名を目標値として新たに設定 


